
二
年
に
は
再
び
独
立
し
ま
し
た
。

東
京
芸
術
大
学
は
専
門
学
校
で
あ
っ
た
東
京
美
術
学
校
と
東
京
音
楽
学
校
が
昭
和
二
十
四
年
に
新
制
大
学
と
し
て
統
合
さ
れ
た
、
わ
が
国
唯
一

の
国
立
芸
術
大
学
で
あ
り
ま
す
。

東
京
美
術
学
校
の
草
創
は
明
治
十
七
年
に
文
部
省
に
置
か
れ
た
図
画
調
査
会
に
糊
り
、
翌
十
八
年
、

発
足
、
明
治
二
十
年
東
京
美
術
学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。

そ
の
決
議
に
よ
り
文
部
省
図
画
取
調
掛
が

東
京
音
楽
学
校
は
明
治
十
二
年
に
文
部
省
に
音
楽
取
調
掛
が
置
か
れ
た
の
が
そ
の
始
め
で
、
明
治
十
六
年
に
四
年
制
の
音
楽
専
門
教
育
の
学
制

を
施
行
し
、
明
治
二
十
年
に
東
京
音
楽
学
校
と
改
称
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
一
時
東
京
高
等
師
範
学
校
の
付
属
学
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
三
十

こ
の
よ
う
に
、
両
校
は
、
発
祥
の
経
過
を
異
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
明
治
二
十
年
に
は
と
も
に
文
部
省
直
轄
学
校
と
し
て
学
校
体
系
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
え
て
、
本
年
は
百
年
目
に
当
り
ま
す
が
、
そ
の
長
い
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
道
は
必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

時
に
当
た
っ
た
先
輩
の
努
力
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
材
を
養
成
し
、
わ
が
国
の
芸
術
の
分
野
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、
本
年
は
創
立
百
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
美
術
展
覧
会
、
演
奏
会
、
楽
器
展
、
貴
重
図
書
展
覧
会
を
開
催
致
し
ま
す

と
と
も
に
、
わ
が
芸
術
大
学
の
百
年
史
を
刊
行
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

百
年
の
歴
史
を
調
べ
、
編
纂
す
る
仕
事
は
容
易
な
こ
と
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
長
期
の
時
と
努
力
を
費
や
さ
れ
た
方
々
な
ら
び
に

ご

あ

い

さ

つ

ごあいさつ



昭
和
六
十
二
年
八
月

東
京
芸
術
大
学
学
長

藤

本

能

道

幾
多
の
協
力
者
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
致
す
と
共
に
、
本
書
の
刊
行
が
有
意
義
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

ごあいさつ ・1
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